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中面：１２月議会に行った一般質問の概要を掲載しています

　前号で、平成21年度から進められ

る第4次総合計画の策定作業が大

詰めを迎えていることをご報告しま

した。そして、先般行われた１２月議

会において、総合計画基本構想案

が（基本計画案とセットで）、市から

提案され、審議が行われました。

　総合計画の構成と問題点を、左

下図で示しました。最大の問題点

は、計画の遂行にかかる財源の見

通しが楽観的過ぎることでした。今

後10年間、名目GDPが毎年１．５％

ずつ増加するという現実離れした

名目経済成長率を仮定して税収等

を計算し、財政の枠組みを設定して

います。また、経常経費以外に10年

間で915億円の財源を充当する内

容の基本計画の各論が示されまし

た。これも、経常収支比率１００％前

後の状態が今後も続くと見られて

いる本市の財政構造に、昨今の経

済状況を加味すると、実現の可能

性が低いことは明らかです。そし

て、財源が確保できなかった際に

は、施策や事業に優先順位をつけ

ながら実行していく旨も計画に明記

されています。しかし、肝心の優先

順位のつけ方のルール・基準は記

載されていません。右下図の通り、

これまで多数の参画を得て基本計

画を策定してきたにもかかわらず、

最終のところは、「行政のさじ加減

ひとつ」という部分を残しています。

　このように、今後10年間の基本方

針を定める大事な計画にもかかわ

らず、市民に説明がつかない部分

が多数残されるなど一層の議論の

必要性を確信しました。ですので、

本会議で継続審議を動議しました

が、反対多数で否決されました。そ

して、市が提案した原案に対して、

私は反対をしましたが、賛成多数で

可決されました。

詳細は、ホームページに掲載しますの
で、ご参照下さい。
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総合計画策定委員会
（公募市民委員37名、市民

団体推薦委員10名で構成）

市民満足度調査

まちづくり意識調査

学識経験者懇談会など

素案

市が作成した
計画の骨格

議会

総合計画審議会
（公募委員４名、各種団体役
員等２５名、専門家１０名、
市会議員１１名で構成）

各種団体等への説明会

パブリックコメント
（市民意見募集）

■策定までの主な参画（市に対して意見を言

う機会）と協働の手続き

答申

議決

意見

原案（議案）

意見

素案の作成

参考

基本構想
（１０年間のまちづくりの基本方針）

基本計画

（総論と分野ごとの各論で構成）

５年後に見直し

基本構想の理念に基づいて作成

総合計画（平成２１年度～３０年度）

実施計画
（総合計画を具現化する３年間の計画）

財政状況などを勘案して毎年見直し

市長と官僚の判断で決定
⇒これが大問題のひとつ

■総合計画の構成と問題点

議決（民意）が必要

計画を遂行するため
には、経常経費以外
に、10年間で915億円
の財源が必要な案と
なっており、財源的に
実現できない可能性
が極めて高い。

右図の通り、多くの
参画の機会を得て
作成されている。

参画の成果が実行さ

れない可能性有り

し
か
し



■「夢をはぐくむ教育のまち西

宮」の実態は･･･

　本市の教育委員会が、教育活動を

紹介するために発行しているリーフ

レットは、「夢をはぐくむ教育のまち西

宮」と題しています。今回は、具体的

なケースを取り上げ、標語ばかりでは

なく、子どもたちのために実態が伴っ

た取り組みを進めるべきであるという

観点で質問を行いました。

●中学校連合体育大会について

　今回も甲子園球場のリニューアル

工事に伴い、突如中断されている小

学校 ・ 中学校の各連合体育大会の

対応について取り上げました。かの

有名な甲子園球場で行われる体育

を通じた共同作業や競技が、生徒た

ちにもたらす教育的効果は、情操教

育の観点からも大変重要です。工事

が３年に及ぶことから、今年中学三

年生となる約 3000 人の子どもたち

は、中学校連合体育大会を一度も

経験することなく義務教育を終えて

しまうことになります。平成 21 年度

の暫定的な開催に向けての甲子園

球場との交渉と市内部での検討の

内容を質問し明らかにしました。

　今年度の工事がスムーズに進め

ば、11 月 9 日～１１日であれば可

能と、球場側は協力の姿勢を示して

くれました。しかしながら、これまで

毎年１０月末に開催してきたにもか

かわらず、１１月は合唱コンクール

などの行事が集中していることや例

年の開催時期より日没が早くなるこ

となどを理由に、市内の全中学校長

先生で構成される「校長会」で、平

成２１年度の実施が困難と判断した

とのことでした。あっさりとあきらめて

しまう校長会の態度は、子どもたち

の夢をはぐくむ態度とは思えませ

ん。標語ばかりが先行したお役所仕

事が露呈しました。引き続き、平成

21 年度の暫定開催など誠実な対応

を求めました。

　また、工事終了後も、この 11 月中

旬ごろでなければできない可能性が

高くなり、平成 22 年度以降の連合

体育大会の再開も困難になるので

はないかと危惧されます。平成 22

年度以降の開催についても質問し、

小 ・ 中各連合体育大会を再開すべ

きであると主張しました。

●複数志願制度導入初年度の進路

指導について

　ある中学校での進路指導におい

て、市民からの問い合わせを受け、

至急調査した結果、あろうことか現

場の担当者が入試制度を誤って理

解し、不適切な進路指導が行われ

ていた事実が発覚しました。今回の

事故発覚後の、その学校と他の学

校への対応を質問しました。当中学

校においては、保護者の問い合わ

せによって、進路説明会などにおい

て対応ができました。その他の学校

でも同様の不安が残されているもの

の、進路指導担当者会で改めて指

導の徹底を図るなどの対応がすで

になされたとのことでした。

　学びたい学校を選べる制度、子ど

もたちの夢を育む制度とするべく、

努力が求められるところが、制度の

信用すらを失いかねない重大な問

題です。このような初歩的なミスによ

る事故は言語道断ですが、最後の

最後まで、そのほかにも不適切な進

路指導が行われないようの念入りな

指導を改めて要望しました。

■12月13日神戸新聞朝刊で取り上げられました。

一般質問報告
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１２月議会で一般質問を行い、「夢はぐむ教育のまち西宮」「成熟社会

における交通政策」をテーマとして取り上げました。主張と質問内容、

市の回答の概要をご報告します。

（１）子どもたちの夢をはぐくむ

　　　学校について　

　ア　連合体育大会

　　・リニューアル工事による中断へ　
　　　の対応
　　・工事終了後の再開についての　
　　　課題

　イ　複数志願選抜導入初年度の

　　　進路指導

（２）成熟社会における交通政策

　　　のあり方について

　ア　交通安全対策

　　・ 道路行政のあり方

　　・ 歩行者の安全性の向上

　　・ 自転車交通に関する政策

　イ　公共交通の利便性の向上

　ウ　総合的な交通計画の策定

質問項目



■成熟社会における交通政策

のあり方の追求を

　「成熟社会」とは、ある辞書による

と、量的拡大を追求する経済成長が

終息に向かう中で、精神的豊かさや

生活の質の向上を重視する平和で

自由な社会と定義されています。これ

からは、従来の拡大型のまちづくりの

発想を本格的に転換し、成熟社会で

のまちづくりについて議論を深めなけ

ればならない時期にあると考えていま

す。そこで今回は、まちづくりの主要

な要素の一つである交通政策を取り

上げました。

●交通安全対策について

・ 道路行政のあり方

～安全性の確保のために計画

的な補修と財源の確保を～

　道路補修の現状を下表に示しまし

た。舗装工事は、年間約４億円～４

億 4000 万円で横ばいとなっており

ます。しかし、補修面積は全体の

１％に満たず、このペースでは１００

年かかる計算になります。既存道路

の修繕については、現在は、市によ

る道路パトロールや住民からの通報

によって対応しています。およそ 10

年と言われるアスファルトの耐用年

数と、震災で多くを更新したことを考

慮すると、この経費は、数年のうち

に、現在の１０倍に膨らむ可能性も

あると考えられます。財政上の理由

で放置しておくと、舗装の劣化によ

る凹凸やマンホールの浮き沈みに

起因した事故、周辺への振動被害

のなどが頻発することも想定されま

す。ですので、生活道路までも含め

た対応が欠かせないと思われます。

細切れの対応による非効率性も軽

視できません。道路占用料などの土

木使用料を補修費用に充当するた

めに積み立てておくなど、計画的に

将来の財政負担の備えを進めるべ

きと考えています。今回は、生活道

路までも含めた道路の維持補修財

源の見込みと財源確保の取り組み

を質問しました。　

　現在は、橋梁の対策に乗り出して

おり、今回の主張を受けて、橋梁以

外の道路の維持補修計画も策定

し、必要な財源の確保に努めていく

旨の前向きの回答を得ました。

（仮に工事請負費が１０倍に膨れ上がると、舗装工事だけでも財政を逼迫する可能性を秘めています）

・ 歩行者の安全性の向上

～住民と進める体制の整備を～

　高齢化だけではなく、ベビーカーや

子どもを乗せた自転車の通行なども

増加している本市においては、生活

道路での歩行空間の確保、バリアフ

リー化は喫緊の課題です。財政的な

事情等により長期的な課題となって

いる危険箇所は特に、リストアップす

るなどして、地域住民と情報を共有

し、協働して抜本的解決に向けた取

り組みを進める体制を構築すべきで

あると主張した結果、前向きの回答を

得ることができました。

・ 自転車交通に関する政策

～将来需要や整備効果等を検

証しながら、効果的な取組を～

　自転車の適正利用を促す総合的

な自転車政策と呼べるものはありま

せん。駐輪場整備だけでも、目先の

放置自転車対策に終始し、これまで

の整備効果等を検証することもあり

ません。今回の質問で、将来需要を

予測した整備計画すらないことも明

らかとなり、場当たり的な行政運営

の姿勢が露呈しました。

●総合的な交通計画の策定の

必要性について

～計画策定を通じて、交通政策

の議論を深め、場当たり的な対

応を改めるべき～

※質問の内容と結果、その他の項目の
概要については、お手数ですが、表面
の連絡先までご連絡下さい。

舗装補修面積 全体面積 補修率

平成17年度 6億7200万円 2億2900万円 3億9500万円 （2億300万円） 47,744 7,173,355 0.66%

平成18年度 6億9500万円 2億3200万円 4億2000万円 （2億400万円） 48,804 7,217,259 0.68%

平成19年度 7億2200万円 2億4800万円 4億3600万円 （2億2200万円） 56,990 7,270,008 0.78%

道路橋梁維持関係経費

（A/B×100）全体額 うち業務委託 うち工事請負 （うち舗装工事） （㎡）（㎡）

■近年の道路補修の状況

★「場当たり的な行政運営、事業のやりっ放し、政策なき事業の推進」が、最近特に目

立ってきています。これらの「お役所仕事」は、これまでにも多くの財政的なツケを残し

てきました。そしてあとになって、そのツケを払わされるのは、いつの時代も私たち市民

です。そうした事態を避けるために、今のうちから徹底して改善を促す必要があります。



ご意見ご要望・お問い合わせは、
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～プロフィール～

昭和５０年７月生まれ/大阪府立四条畷高等学校、神戸大学工学部卒業/

元市会議員事務所に４年間勤務/平成１５年４月に西宮市議会議員選挙

初当選（現在２期目） ■現在の担当委員会：厚生常任委員会■市議会で

の主な役職：建設常任委員会副委員長（１期２年目）、厚生常任委員会委

員長（1期３年目）、西宮市監査委員（２期１年目）　

　若者の政治離れに歯止めをかける一助となればと考え、政治の現場を体験したいという学生を中心に、インター

ン生（研修生）を受け入れています。インターン生には、一定の期間を区切って、私の議員活動を中心に体験して

もらっています。インターンシップを経験した人が、終了後も政治に目を向け続け、政策を自分に関係あることとして

捉え、日常の何気ない会話でも話題にするようになれば、必ず政治はよくなる、私はそう確信しています。

　現在、春休みの期間を活用したインターン生を受け付けています。活動内容を紹介した資料も用意して

いますので、お気軽にご連絡下さい。

 議員インターンシップ議員インターンシップ～主に学生さんを対象にした活動です～～主に学生さんを対象にした活動です～議員インターンシップ議員インターンシップ～主に学生さんを対象にした活動です～～主に学生さんを対象にした活動です～議員インターンシップ～主に学生さんを対象にした活動です～

西宮市中央病院の経営難が深刻化ＴＯＰＩＣＳ～市政情報～

　現在、不良債務（累積赤字）の解

消を最大の目標として、平成１８年

度から５年間の予定で第２次経営健

全化計画を実施しています。この計

画には、サービス向上策と経費削減

のための効率化策が盛り込まれてい

ます。

　しかし、医療制度改革や医師不足

の影響もあり、利用者数の見込みが

大きく減少し、赤字が膨れ上がる見

込みとなりました。そこで、１２月議会

において、市からの補助金を大幅に

増額する内容の補正予算案が市よ

り提出されました。（内容は下表）

　「西宮市立中央病院あり方検討委

員会」が昨年３月に、今後の中央病

院のあるべき姿・方針を盛り込んだ

答申（※１）を提出しています。その内

容を具現化した取り組みの予定とそ

の実施年限などを３月の予算審議

の際に明らかにするよう求めたうえ

で賛成しました。

　比較的、医療機関に恵まれた環

境にある本市において、中央病院

に対してのみ税金を投入する意義

について、説明責任が果たされてい

ません。言わば「税金の垂れ流し」

の状態であり、これ以上現在の取り

組みを容認できない状態となってい

ます。改めて抜本的な対応を提言し

てまいります。

（※１）答申の内容に関する資料をご希望の

方は、お手数ですが下記までご連絡下さい。

　早朝の駅頭・街頭での活動や会

合・勉強会において、市政に関す

るご意見を伺うことが多く、皆さん

が何かと市政に対するご意見をお

持ちであることを実感しています。

そして、「別途市政に関する報告

会・意見交換会を開くべきだ」とい

ったご意見を頂くようになり、形式

や人数を問わず、市政報告・意見

交換会の出前を行っています。そ

して、既存の会合や勉強会に呼ん

で頂き、市政報告をする機会を頂

いています。

　当方で日程や議題・会場を決め

て集まって頂くよりも、皆さんの関

心に合わせた議題やご都合に合

わせて行い、自由な意見交換を行

うことで、議論の内容を深めたい

と考えています。

　ご協力いただける方は、封書・電

話・FAX・E-ｍａｉｌのいずれかの方

法で是非ともご連絡下さい。日程

や場所、議題を調整させて頂きま

す。

市政報告・市政報告・意見交換会意見交換会を行っていますを行っています市政報告・市政報告・意見交換会意見交換会を行っていますを行っています市政報告・意見交換会を行っています
～お問い合わせ・お申し込みは下記の連絡先までお願いします～

補正前 補正後 増額

中央病院事業会計補助経費合計 １７億９００万円 ⇒ ２５億５００万円 ７億９６００万円

補助金・負担金 ６億８２００万円 ⇒ ９億９８００万円 ３億１６００万円

出資金（建物改修や設備更新にかかる経費） １億８９００万円 ⇒ １億８９００万円 0

長期貸付金 ３８００万円 ⇒ ５億１８００万円 ４億８０００万円

短期貸付金 ８億円 ⇒ ８億円 0

内
訳
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